

































































超低磁場 MR 画像の構造的特徴に基づいた脳疾患検出-家庭用 MRI の実現のために- 
（概要）本研究では，社会的な問題である脳疾患の早期発見を解決するために，ユーザが自ら
計測可能であり，撮影された画像を処理することで，疾患を発症している可能性の有無を判断
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クやイベントなどに取り組む試みを行った．1 つのチームには 1 年生から大学院生まで各学年 1 名ずつ所属し，レポ
ートを提出する際には，上級生のチェック・署名がなければ提出できない．また，イベントの企画や文献管理といっ
たことも，チームごとにローテーションで携わり，全員が関わるような体制を試みた． 
 
